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2平成 30 年 6 月

み
ん
な
で
や
ら
い
や
！

協
働
の
ま
ち
づ
く
り

～
地
域
自
主
組
織
と
ま
ち
づ
く
り
地
区
会
議
※

の
現
在
の
状
況
～

　

大
山
町
は
、
住
民
と
行
政
と
の
協
働
の

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
平
成
21
年

12
月
か
ら
、
旧
小
学
校
区
ご
と
に
、
住
民

主
体
で
ま
ち
づ
く
り
活
動
を
行
う
取
り
組

み
を
ス
タ
ー
ト
し
、
今
年
度
で
10
年
目
に

入
り
ま
し
た
。

　

こ
の
間
、
集
落
の
健
康
診
断
、
集
落
座

談
会
、
10
地
区
あ
る
旧
小
学
校
区
ご
と
で

の
ま
ち
づ
く
り
地
区
会
議
（
月
１
回
）
で

の
事
業
実
行
と
組
織
化
の
準
備
等
の
取
り

組
み
を
経
て
、
現
在
、
７
つ
の
地
域
自
主

組
織
の
設
立
が
進
ん
で
き
ま
し
た
。

　

ま
ち
づ
く
り
委
員
（
地
域
自
主
組
織
は

各
組
織
委
員
）
と
し
て
の
住
民
み
な
さ
ん

の
関
わ
り
も
、
延
べ
８
０
０
人
以
上
と
な

り
、
地
域
自
主
組
織
や
ま
ち
づ
く
り
地
区

会
議
で
活
動
を
共
に
さ
れ
た
方
、
参
加
さ

れ
た
方
、
ま
た
そ
の
取
り
組
み
を
耳
に
さ

れ
た
方
も
、
年
を
追
う
ご
と
に
増
え
て
き

ま
し
た
。

　

地
区
ご
と
の
取
り
組
み
も
、
地
区
の
ニ
ー

ズ
に
合
う
よ
う
、
住
民
自
ら
の
手
で
、
そ

れ
ぞ
れ
の
地
域
性
に
あ
っ
た
事
業
が
実
施

さ
れ
、
試
行
錯
誤
と
年
度
ご
と
に
新
た
な

事
業
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

地
域
自
主
組
織
が
設
立
さ
れ
て
い
な
い

３
つ
の
地
区
で
も
、
地
域
自
主
組
織
の
設

立
に
向
け
た
取
り
組
み
が
実
施
さ
れ
て
い

ま
す
。
ま
ず
は
参
加
す
る
こ
と
か
ら
、
地

区
ご
と
の
活
動
に
ご
協
力
い
た
だ
け
れ
ば

と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
最
初
に
設
立
さ
れ
た
地
域
自
主

組
織
「
ふ
れ
あ
い
の
郷
か
あ
ら
山
（
高
麗

地
区
）」
で
も
よ
う
や
く
５
年
で
す
。
引
き

続
き
、
お
住
ま
い
の
地
域
自
主
組
織
へ
の

参
加
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

今
後
も
、
人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化
に

よ
る
担
い
手
不
足
の
影
響
で
集
落
の
活
力

低
下
が
進
み
、
災
害
・
福
祉
・
農
業
・
環
境
・

生
活
な
ど
多
分
野
に
お
い
て
、
こ
れ
ま
で

で
き
て
い
た
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
こ
と

が
予
測
さ
れ
ま
す
。
10
年
先
の
地
域
活
動

の
受
け
皿
と
し
て
、
今
か
ら
準
備
を
進
め
、

「
住
み
よ
い
大
山
町
」「
楽
し
く
・
わ
く
わ

く
す
る
大
山
町
」
を
み
ん
な
で
一
緒
に
な
っ

て
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

組
織
の
連
携
も
強
化
！

　

不
定
期
で
す
が
、
地
域
自
主
組
織
・
ま

ち
づ
く
り
地
区
会
議
の
会
長
会
を
開
い
て

い
ま
す
。
本
会
は
、
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
る
た
め
の
、
行
政
へ
の
提
言
、
各

組
織
の
横
の
連
携
、
情
報
共
有
な
ど
を
行
っ

て
い
ま
す
。

各
地
区
の
活
動
を

も
っ
と
オ
ー
プ
ン
に
！

　

広
報
だ
い
せ
ん
7
月
号
か
ら
、
各
組
織

の
活
動
の
様
子
を
連
載
し
ま
す
。
楽
し
み

に
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

企
画
情
報
課☎

０
８
５
９
‐
54
‐
５
２
０
２ ▲町内各地で行われる海岸清掃
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3 平成 30 年 6 月

ふれあいの郷かあら山（H24.12.2）

まちづくり大山（H27.4.18）

まちづくり所子地区会議

かくわの郷庄内（H26.11.16）

支え合いのまち御来屋（H26.11.16）

まちづくり名和地区会議

まちづくり光徳地区会議

やらいや逢坂（H26.3.9）

きばらいや上中山（H26.9.21）

楽しもなかやま（H28.4.17）
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３
月
17
日
に
名
和
公
民
館
に
鳥
取
環
境

大
学
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
の
方
々
を
招
き
、

出
張
英
語
村
in
大
山
町
を
開
催
し
ま
し
た
。

午
前
中
は
小
学
生
、
午
後
は
中
学
生
と
大

人
を
対
象
に
実
施
し
ま
し
た
。

　

午
前
中
の
小
学
生
の
部
で
は
17
名
の
参

加
が
あ
り
、
簡
単
な
英
単
語
の
や
り
と
り

に
よ
る
ゲ
ー
ム
や
歌
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

小
学
校
１
年
生
か
ら
６
年
生
ま
で
、
ど

の
子
ど
も
も
楽
し
め
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
会

場
は
笑
顔
と
歓
声
で
あ
ふ
れ
ま
し
た
。

　

午
後
の
部
は
、
中
学
生
と
大
人
を
合
わ

せ
て
15
名
の
参
加
で
し
た
。
こ
こ
で
は
、

外
国
の
方
々
と
会
話
を
楽
し
む
時
間
と
な

り
ま
し
た
。
自
分
の
趣
味
や
住
ん
で
い
る

地
域
の
こ
と
、
外
国
の
方
か
ら
は
、
母
国

の
様
子
な
ど
、
様
々
な
話
題
で
盛
り
上
が

り
、
あ
っ
と
い
う
間
の
２
時
間
で
し
た
。

参
加
さ
れ
た
方
々
か
ら
は
、
次
回
へ
の
期

待
も
多
く
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。

　

第
２
回
目
の

開
催
は
８
月
を

予
定
し
て
い
ま

す
。
そ
の
際
は
、

防
災
無
線
等
で

お
知
ら
せ
し
ま

す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

正
し
く
安
全
に
利
用
し
よ
う

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
内
容
は
、

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

～
中
学
生
と
つ
く
る

ネ
ッ
ト
ル
ー
ル
～

　

「
大
山
町
メ
デ
ィ
ア
か
ら
子
ど
も
を
守
る

実
践
会
議
」
で
は
、
町
内
各
中
学
校
の
生

徒
会
の
協
力
の
も
と
、
大
山
町
中
学
生
の

ネ
ッ
ト
ル
ー
ル
を
作
成
し
ま
し
た
。
多
く

の
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
は
も
は
や
当
た
り
前
の
環
境
に
な
っ
て

い
ま
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
あ
ふ
れ
て

い
る
様
々
な
情
報
と
ど
の
よ
う
に
向
き
合

い
、
関
わ
り
合
っ
て
い
く
の
か
が
大
切
で

す
。

　

今
回
作
成
し
た
ル
ー
ル
は
、
リ
ー
フ
レ
ッ

ト
と
し
て
各
中
学
校
の
全
校
生
徒
に
配
布

す
る
予
定
で

す
。
子
ど
も

た
ち
の
意
識

の
向
上
や
家

庭
で
の
ル
ー

ル
作
り
に
つ

な
が
っ
て
い

く
こ
と
を
期

待
し
て
い
ま

す
。

家
読（
う
ち
ど
く
）の
す
す
め

　

大
山
町
で
は
、「
家
読
の
す
す
め
」
と
い

う
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
各
学
校
、
図
書
館
に

配
布
し
、
家
庭
で
の
読
書
を
推
進
し
て
い

ま
す
。
読
書
に
は
、
次
の
よ
う
な
良
さ
が

あ
り
ま
す
。

・
心
が
豊
か
に
な
る

・
集
中
力
が
向
上
す
る

・
言
葉
の
力
や
想
像
力
が
育
つ

・
マ
ナ
ー
や
社
会
の
ル
ー
ル
が
身
に
つ
く

・
知
識
が
豊
か
に
な
る

・
脳
を
元
気
に
す
る

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
の
上
手
な
向
き
合

い
方
が
叫
ば
れ
て
い
ま
す
が
、
一
方
で
家

庭
で
の
子
ど
も
た
ち
の
時
間
の
使
い
方
が

課
題
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
家
族
と
一

緒
に
家
読
の
時
間
を
共
有
す
る
こ
と
は
、

家
族
の
絆
を
深
め
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
能
力
を
養
い
、
先
に
挙
げ
た
よ
う
な
多

く
の
良
さ
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

時
に
は
、
テ
レ
ビ
を
消
し
、
家
読
の
輪

を
広
げ
て
み
る
の
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

﹁
出
張
英
語
村 

in

大
山
町
﹂
開
催
！
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大
山
町
教
育
委
員
会
で
は
、
平
成
30
年

度
夏
季
休
業
中
に
実
施
す
る
放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ
の
指
導
補
助
員
を
次
の
と
お
り
募

集
し
ま
す
。

◆
募
集
人
数　

５
人

◆
期
間

７
月
23
日（
月
）～
８
月
24
日（
金
）ま
で

◆
勤
務
時
間

週
5
日
（
月
～
金
曜
日
）

8
時
～
18
時
15
分
ま
で
の
間
で
、
4
時

間
～
7
時
間
45
分
の
勤
務
（
シ
フ
ト
に

よ
り
勤
務
時
間
が
異
な
る
）

◆
勤
務
場
所

大
山
西
小
学
校
区
内
に
設
置
す
る
放
課

後
児
童
ク
ラ
ブ

◆
賃
金
等

時
給　

８
７
０
円

通
勤
手
当　

あ
り

◆
応
募
資
格

な
し

◆
問
い
合
わ
せ
先

幼
児
・
学
校
教
育
課　

幼
児
教
育
室

☎
０
８
５
９
‐
54
‐
５
２
１
９

きょういく通信

大山町ファミリー・サポート・センター

会員を募集します！

　ファミリー・サポート・センターは、子育ての手伝い

をしてほしい人（おねがい会員）と、子育ての手伝いが

できる人（ひきうけ会員）が、お互い会員登録をして有

料で助け合います。会員登録には入会費・年会費・保険

料はいりません。町が保険に加入します。

こんな時に利用できます
☆仕事のため
☆保護者の病気、通院の時
☆冠婚葬祭、参観日、買い物
☆リフレッシュのため　など

対象は
・大山町に住んでいる人か勤めている人
おねがい会員： 18 歳未満の子どもの

保護者。
ひきうけ会員： 子どもが好きな人。

育児経験のある人。
両　方　会員： 自分も子育て中だけれ

ど、利用したい人の子ど
もも見てあげられる人。

利用料金は
・子ども一人につき１時間あたり 500 円
　（１時間経過後は 30 分につき 250 円）
・二人目からは半額
　（きょうだいに限る）

◆問い合わせ先
大山町ファミリー・サポート・セ
ンター

（大山町教育委員会事務局　
幼児・学校教育課　幼児教育室）

☎０８５９- ５４- ５２１９

平成 29 年度の活動件数

★通級指導教室の送迎………………… 200 件

★児童クラブへ迎えに行き、施設で預かる  
　　…………………………………………35 件

★児童クラブから塾への送迎 …………… 2 件

★春休み、児童クラブから家への送迎 … 6 件

★夏休み、家から名和公民館への送迎 … 6 件

★家から保育所への送迎 ………………… 2 件

★施設で預かる…………………………… 3 件

★ひきうけ会員宅で預かる……………… 2 件

　　　　　合　　計　　　　　　　　 256 件

利用料金は

　（

　（きょうだいに限る）

◆問い合わせ先

　

大
山
町
で
は
、
平
成
28
年
度
か
ら
１
歳

未
満
の
乳
児
を
家
庭
で
保
育
す
る
方
に
、

家
庭
保
育
支
援
給
付
金
の
支
給
を
開
始
し
、

平
成
29
年
度
か
ら
は
、
対
象
を
２
歳
未
満

に
拡
大
し
て
支
給
し
て
き
ま
し
た
が
、
平

成
30
年
度
の
１
歳
児
の
保
育
所
入
所
児
童

が
８
割
を
超
え
る
状
況
が
あ
り
、
左
記
の

と
お
り
経
過
措
置
を
設
け
て
、
こ
の
た
び

対
象
を
１
歳
未
満
と
す
る
見
直
し
を
行
い

ま
し
た
。

　

な
お
、支
給
内
容
に
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

︻
変
更
に
よ
る
今
後
の
予
定
︼

○
平
成
30
年
９
月
30
日
生
ま
れ
ま
で

 

こ
れ
ま
で
ど
お
り
２
歳
未
満
ま
で
支
給

○
平
成
30
年
10
月
１
日
か
ら
平
成
31
年
３

月
31
日
生
ま
れ

 

１
歳
６
か
月
未
満
ま
で
支
給

○
平
成
31
年
４
月
１
日
生
ま
れ
か
ら

 

１
歳
未
満
ま
で
支
給

＊
平
成
30
年
10
月
１
日
以
降
に
転
入
の
場

合
は
、
経
過
措
置
の
対
象
外
で
す
（
１

歳
未
満
ま
で
支
給
）。

◆
問
い
合
わ
せ
先

教
育
委
員
会
事
務
局

幼
児
・
学
校
教
育
課　

幼
児
教
育
室　

☎
０
８
５
９
‐
54
‐
５
２
１
９

家
庭
保
育
支
援
給
付
金
の

支
給
対
象
を
変
更
し
ま
す

夏
季
休
業
中
の

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

指
導
補
助
員
募
集
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きょういく通信

学
ぶ
楽
し
さ
つ
な
が
る
喜
び

「
大
山
カ
レ
ッ
ジ
」
第
11
回
入
学
式

　

大
山
町
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
大
人
の
学
校
「
大

山
カ
レ
ッ
ジ
」
の
入
学
式
が
、
４
月
19
日

に
中
山
中
学
校
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

仲
間
と
つ
な
が
る
楽
し
さ
と
頭
を
使
う

爽
快
感
が
好
評
で
、
今
年
度
は
新
入
生
４

人
を
含
む
27
人
が
入
学
し
ま
し
た
。

　

式
で
は
、
校
長
の
手
島
孝
人
中
山
公
民

館
長
が
、「
学
習
を
通
じ
仲
間
と
の
交
流
の
場

を
広
げ
る
充
実
し
た
学
校
生
活
に
な
る
よ

う
期
待
し
ま
す
」と
式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、
元
大
山
町
教
育
長
山
田
晋

氏
に
よ
る
「
世
界
遺
産
講
座
」
も
学
習
科

目
に
加
わ
り
、
よ
り
充
実
し
た
カ
レ
ッ
ジ

な
ら
で
は
の
活
動
を
関
係
者
一
同
楽
し
み

に
し
て
い
ま
す
。

▲笑顔晴れやか！大山カレッジ

　

４
月
30
日
に
高
麗
史
跡
め
ぐ
り
の
会
、

高
麗
分
館
、
ふ
れ
あ
い
の
郷
か
あ
ら
山
と

の
共
催
で
「
史
跡
め
ぐ
り
と
山
菜
会
」
が

開
か
れ
ま
し
た
。

　

第
一
部
は
郷
土
の
史
跡
を
め
ぐ
る

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
。
30
人
の
参
加
者
が
あ
り
、

朝
妻
夫
人
の
位
牌
が
あ
る
万
福
寺
（
稲
光
）、

ス
セ
リ
ヒ
メ
を
祀
っ
た
唐
王
神
社
（
唐
王
）、

史
跡
め
ぐ
り
と
山
菜
会
　
大
山
公
民
館
高
麗
分
館

円
仁
の
礼
拝
石
な
ど
を
め
ぐ
り
、
史
跡
め

ぐ
り
の
会
の
解
説
に
耳
を
傾
け
ま
し
た
。

　

第
二
部
は
山
菜
を
調
理
し
た
昼
食
会
で

55
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
タ
ラ
ノ
メ
、
ハ

ナ
イ
カ
ダ
な
ど
の
山
菜
天
ぷ
ら
、
タ
キ
ナ

や
ワ
ラ
ビ
の
煮
物
。
ノ
カ
ン
ゾ
ウ
、
セ
リ

の
和
え
物
や
ウ
コ
ギ
な
ど
を
混
ぜ
込
ん
だ

お
に
ぎ
り
。
デ
ザ
ー
ト
に
は
す
み
れ
の
花

の
寒
天
羊
羹
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
た
く

さ
ん
の
春
の
ご
ち
そ
う
に
舌
鼓
を
う
ち
、

参
加
者
の
み
な
さ
ん
は
大
満
足
で
し
た
。

男
の
料
理
で
山
野
草
を
！   

大
山
公
民
館
大
山
分
館

　

5
月
6
日
に
「
春
の
山
野
草
を
楽
し

む
会
」
が
、
男
の
料
理
同
好
会
の
主
催

で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
鷲
見
教
育
長
を
講
師
に
、
赤

松
の
池
周
辺
に
自
生
す
る
山
野
草
の
解

説
を
受
け
な
が
ら
、
食
材
と
な
る
ワ
ラ

ビ
や
ク
ズ
な
ど
の
山
野
草
を
採
取
し
ま

し
た
。

　

料
理
同
好
会
の
手
ほ
ど
き
で
、
採
取

し
た
山
野
草
を
天
ぷ
ら
や
和
え
物
、
お

茶
な
ど
に
調
理
し
、
大
山
か
お
り
そ
ば

も
併
せ
て
会
食
し
ま
し
た
。
参
加
者
は
、

食
べ
ら
れ
る
山
野
草
の
多
さ
に
感
心
し

て
い
ま
し
た
。
当
日
の
メ
ニ
ュ
ー
は
10

種
類
以
上
に
な
り
ま
し
た
。

▲講師の話を聞きながら楽しく会食
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所
子
に
あ
る
重
要
文
化
財
門
脇
家
住
宅

の
春
季
一
般
公
開
が
、
５
月
３
日
～
６
日

ま
で
の
４
日
間
行
わ
れ
、
県
内
外
か
ら
約

６
５
０
人
の
方
が
訪
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
公
開
で
は
、
門
脇
家
所
蔵
の
美

術
品
展
示
の
ほ
か
、
特
別
展
示
と
し
て
、

は
ら
だ
と
し
こ
さ
ん
に
よ
る
「
詩う

た

え画
展
」、

松
原
幹
夫
さ
ん
・
森
田
尾
山
さ
ん
に
よ
る

「
大
山
燦
歌
写
真
パ
ネ
ル
展
」
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
は
ら
だ
さ
ん
の
や
わ
ら
か
い
世
界

観
が
、
門
脇
家
を
彩
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
特
別
企
画
と
し
て
、「
結

む
す
び

の
会か

い

」

に
よ
る
朗
読
会
（
３
日
）、
所
子
出
身
の
門

脇
徹
志
さ
ん
と
静
さ
ん
に
よ
る
沖
縄
民
謡

と
三
線
の
演
奏
会
（
５
日
）
も
行
わ
れ
ま

門
脇
家
住
宅
　
春
の
一
般
公
開

ゆ
っ
た
り
と
風
情
楽
し
む

し
た
。

　

朗
読
会
（
朗
読
：
中
村
緑
さ
ん
・
演
奏
：

菊
詔
陽
子
さ
ん
）
で
は
、「
大
山
の
お
地
蔵

さ
ん
」
の
お
話
や
藤
沢
周
平
氏
の
短
編
小

説
か
ら
「
う
ぐ
い
す
」
な
ど
、
江
戸
時
代

の
情
緒
あ
ふ
れ
る
お
話
が
箏
の
伴
奏
と
と

も
に
届
け
ら
れ
ま
し
た
。
江
戸
時
代
に
タ

イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
た
か
の
よ
う
な
、
し
っ

と
り
と
風
情
あ
る
空
間
で
し
た
。

　

５
日
は
、
琉
球
民
謡
と
三
線
の
演
奏
会

で
、
門
脇
さ
ん
か
ら
、
そ
の
唄
の
背
景
の

説
明
を
受
け
な
が
ら
一
緒
に
歌
っ
た
り
、

踊
っ
た
り
し
な
が
ら
楽
し
み
ま
し
た
。
ま

さ
に
、
琉
球
の
風
が
門
脇
家
の
『
悠ゆ

う

よ

う揚
の

間ま

』
に
温
か
く
吹
き
抜
け
、
来
場
者
は
演

奏
会
に
大
満
足
で
し
た
。

▲江戸の風情をしっとりと

▲島唄と三線の音色とともに

第
２
回
（
名
和
公
民
館
）

　

大
山
の
恵
み
「
海
と
食
」

～
海
の
恵
み
を
食
卓
に
～

　

第
２
回
大
山
学
講
座
は
、
大
山
町
の
魅

力
の
一
つ
「
海
」
を
テ
ー
マ
に
、
御
来
屋

漁
港
で
定
置
網
の
水
揚
げ
見
学
と
新
鮮
な

魚
を
使
っ
て
の
調
理
体
験
を
し
ま
す
。
開

始
時
間
が
早
い
で
す
が
、
調
理
後
の
お
い

し
い
朝
食
は
い
か
が
で
す
か
。

◆
日　
　

時　

６
月
10
日
（
日
）

 

　
　
　
　
　

６
時
30
分
～
10
時

◆
集
合
場
所　

名
和
公
民
館

◆
活
動
場
所　

御
来
屋
漁
港

　
　
　
　
　
　

御
来
屋
漁
村
セ
ン
タ
ー

◆
内　
　

容

　

（
見
学
）
定
置
網
の
水
揚
げ

　

（
調
理
体
験
） 

鯵
の
三
枚
お
ろ
し

 
 

 

白
い
か
一
夜
干
し

 
 

 

白
い
か
の
塩
辛

◆
講　
　

師　

お
魚
セ
ン
タ
ー
み
く
り
や

　
　
　
　
　
　

店
長　

角　

尚
諭
さ
ん

◆
参

加

費　

一
人
１
２
０
０
円
（
材
料
代
）

◆
申
込
締
切　

６
月
４
日
（
月
）

◆
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

名
和
公
民
館☎

０
８
５
９
‐
54
‐
２
６
８
８

大

山

学

講

座
　

「
大
山
町
の
魅
力
」
を

見
つ
め
直
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

※
各
回
の
内
容
・
応
募
方
法
な
ど
は
、
今
後

の
広
報
だ
い
せ
ん
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

な
お
、
日
時
・
内
容
は
変
更
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

【第３回以降の予定】

とき 内容 担当公民館

3 回 9 月
講　演
　演題：「大山と文学」（仮）
　講師：文学史家　竹内　道夫 氏

大山公民館

4 回 10 月上旬
フィールドワーク
　地蔵めぐり「尾高道・大山寺編」（仮）
　講師：金田　千義 氏

中山公民館

5 回 11 月 3 日
フィールドワーク
　大山魅力探訪　海岸編

名和公民館

6 回 2 月 23 日
講　演
　内容未定

中山公民館

きょういく通信
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きょういく通信

ま
ち
の
た
か
ら
（
39
）
〜
文
化
財
室
通
信
〜

シ
リ
ー
ズ　

「
日
本
遺
産
」　

第
13
話

▲坊領道沿いの釼ノ目山王
（通称で「カギカケさん」と呼ばれた）

　

今
回
は
、
第
３
章
の
締
め
く
く
り
と
し

て
、
大
山
と
四
角
山
王
、
大
山
道
の
い
ろ

い
ろ
な
側
面
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

大
山
を
守
る
四
角
山
王
と
「
聖
域
」

　

『
大
山
寺
縁
起
』
に
よ
る
と
、
兜と

そ

つ

て

ん

率
天
か

ら
下
り
て
き
た
智
勝
仙
人
が
十
一
面
観
音
・

虚
空
蔵
菩
薩
・
不
動
明
王
・
毘
沙
門
天
を

安
置
し
た
と
こ
ろ
、
こ
れ
ら
が
仏
敵
を
防

ぐ
誓
い
を
た
て
た
こ
と
、
そ
し
て
こ
れ
が

今
の
『
木
ノ
目
』『
岩
ノ
目
』『
釖
』『
石
』

と
呼
ば
れ
る
四
角
山
王
で
あ
る
と
書
か
れ

て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
権
現
の
ご
利
益
と

山
王
の
垂
迹
を
尊
び
敬
っ
て
こ
の
山
を
「
大

神
山
」
と
名
付
け
た
、
と
あ
り
ま
す
。
こ

の
四
角
山
王
は
仏
敵
を
防
ぐ
誓
い
を
た
て

て
い
る
点
か
ら
も
、
山
王
が
置
か
れ
た
範

囲
は
大
山
の
「
聖
域
」
と
捉
え
ら
れ
ま
す
。

　

で
は
、
山
王
は
ど
こ
に
置
か
れ
た
の
で

し
ょ
う
か
。『
大
山
寺
本
院
西
楽
院
要
用
雑

録
』
に
は
、
山
王
の
在
所
は
西
明
口
、
汗

入
道
、
河
床
（
川
床
）
の
東
、
本
社
の
傍

の
四
か
所
で
あ
る
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。

江
戸
時
代
後
期
の
堀
田
里
席
作
『
伯
州
大

山
略
絵
図
』
に
は
、川
床
道
に
「
動
石
山
王
」、

坊
領
道
に
「
釼
ノ
目
山
王
」、横
手
道
に
「
木

目
山
王
」
の
文
字
が
読
み
取
れ
ま
す
。
ま

た
、
明
治
3
年
の
雲
城
作
『
大
山
寺
領
絵

図
』
に
は
、「
山
王
」
と
い
う
表
記
が
三
か
所
、

一
つ
は
横
手
道
入
口
の
石
の
大
鳥
居
の
近

く
、
一
つ
は
坊
領
道
沿
い
で
尾
高
道
と
の

分
れ
と
種
原
と
の
間
の
あ
た
り
、
一
つ
は

赤
松
の
近
く
に
描
か
れ
て
い
ま
す
。

　

木
ノ
目
山
王
は
大
神
山
神
社
石
の
大
鳥

居
の
傍
、
釼
ノ
目
山
王
は
籠
立
橋
の
２
㌔

上
に
あ
る
鍵か

ぎ

か

け掛
さ
ん
が
絵
図
・
資
料
と
共

に
一
致
し
ま
す
。
川
床
道
に
は
、
動
石
山

王
が
比
定
さ
れ
ま
す
が
、
諸
説
あ
り
ま
す
。

残
る
山
王
（
岩
の
目
山
王
）
に
つ
い
て
は
、

明
治
の
絵
図
に
は
赤
松
付
近
に
、『
要
用
雑

録
』
に
は
「
本
社
の
傍
」
と
あ
り
、
詳
し

く
は
分
か
ら
な
い
の
が
現
状
で
す
。

廻か
い
こ
く
ぎ
ょ
う
じ
ゃ

国
行
者
に
と
っ
て
の
「
大
山
道
」

　

大
山
道
は
、
ど
ん
な
人
が
行
き
交
っ
て

い
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　

江
戸
時
代
中
期
、
日
本
六
十
六
ヶ
所
の

著
名
な
寺
社
に
法
華
経
を
書
写
し
て
奉
納

巡
拝
す
る
行
者
（
廻
国
行
者
）
が
急
増
し

た
と
伝
わ
り
ま
す
。
大
山
寺
は
、
伯
耆
国

の
納
経
所
の
一
つ
に
な
っ
て
い
た
た
め
、

全
国
の
廻
国
行
者
た
ち
が
大
山
道
を
通
っ

て
納
経
に
訪
れ
ま
し
た
。

　

宮
内
の
仁
王
堂
公
園
内
に
は
「
廻
国

一
千
人
供
養
塔
」
が
昔
と
ほ
ぼ
変
わ
ら
な

い
位
置
に
建
っ
て
い
ま
す
。
当
時
は
、
廻

国
行
者
を
泊
め
た
り
支
援
す
る
こ
と
で
、

ご
利
益
を
得
ら
れ
る
と
信
じ
ら
れ
て
い
ま

し
た
。
大
山
寺
へ
納
経
に
訪
れ
た
廻
国
行

者
の
接
待
が
一
千
人
に
達
し
た
の
を
記
念

し
て
宮
内
村
の
斎
藤
与
左
衛
門
が
造
立
し

た
も
の
と
伝
わ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
か
つ
て
大
山
寺
に
は
三
軒
の
豆

腐
屋
が
あ
り
ま
し
た
。
中
門
院
は
上
豆
腐

屋
、
南
光
院
は
下
豆
腐
屋
、
西
明
院
は
西

明
豆
腐
屋
を
営
み
、
こ
の
豆
腐
屋
は
参
詣

し
た
行
者
な
ど
を
泊
め
る
宿
で
も
あ
り
ま

し
た
。
現
在
と
や
ま
旅
館
敷
地
に
な
っ
て

い
る
場
所
は
上
豆
腐
屋
跡
地
で
、
参
道
沿

い
に
明
和
９
（
１
７
７
２
）
年
に
建
て
ら

れ
た
「
回
国
行
者
三
千
人
宿
施
行
塔
」
が

残
さ
れ
て
お
り
、
大
山
寺
に
廻
国
行
者
が

多
く
訪
れ
て
い
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
ま

す
。　

（
人
権
・
社
会
教
育
課　

文
化
財
室
）

　

大
山
開
山
１
３
０
０
年
を
迎
え
る
に
あ

た
り
、
大
山
の
自
然
や
歴
史
、
文
化
の
す

ば
ら
し
さ
を
町
民
の
皆
さ
ん
に
再
認
識
し

て
も
ら
え
る
機
会
と
し
て
「
大
山
検
定
」

を
企
画
し
ま
し
た
。

　

検
定
は
、
町
内
小
学
校
で
は
１
学
期
に

初
級
・
中
級
・
上
級
の
３
段
階
で
各
校
で

実
施
し
、
中
学
校
で
は
１
学
期
に
「
マ
ス

タ
ー
」
の
コ
ー
ス
を
実
施
し
、合
格
者
に
「
認

定
バ
ッ
ジ
」
を
贈
呈
し
ま
す
。

　

一
般
の
検
定
は
秋
ご
ろ
の
予
定
で
、
実

施
日
は
広
報
８
月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

検
定
で
は
、
大
山
に
ま
つ
わ
る
事
柄
か
ら

設
問
し
ま
す
が
、
小
学
校
で
は
難
易
度
を

３
段
階
に
わ
け
て
、
中
学
校
と
一
般
の
方

に
は
幅
広
く
出
題
す
る
予
定
で
す
。

　

教
育
委
員
会
で
は
、
小
中
学
校
に
お
け

る
「
ふ
る
さ
と
学
習
」
の
充
実
、
一
般
の

方
に
は
各
公
民
館
で
実
施
す
る
「
大
山
学

講
座
」
や
図
書
館
の
「
大
山
」
に
関
連
す

る
書
籍
等
の
紹
介
な
ど
に
取
り
組
み
、
大

山
検
定
を
受
け
ら
れ
る
方
に
役
立
て
て
い

た
だ
こ
う
と
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
計
画
し

て
い
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

人
権･

社
会
教
育
課　

文
化
財
室

☎
０
８
５
９
‐
54
‐
５
２
１
２

「
大
山
検
定
」
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
せ
ん
か
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大山開山 1300 年記念事業
「1300 冊目 おめでとう！」大山分館で実施中

６月は大山分館で実施中です。１日から数えて 1300

冊目の本を借りられた方に、心ばかりのプレゼントを差

し上げます。４月、５月は本館、名和分館でそれぞれ行

いました。たくさんのご利用ありがとうございます。

皆さんのご来館をお待ちしています。

図書　　　のご案内

  一般・文学  

★山の霊異記 / 安曇 潤平

★アンダーカバー / 麻生 幾

★燕雀の夢 / 天野 純希

★天龍院亜希子の日記 / 安壇 美緒

★私小説 / 市川 拓司

★僕と彼女の左手 / 辻堂 ゆめ

★悪徳の輪舞曲（ロンド）/ 中山 七里

★スイート・ホーム / 原田 マハ

★虚像のアラベスク / 深水 黎一郎

★みんな昔はこどもだった / 池内 紀

  その他  

★劉暁波伝 / 余 傑

★るるぶクルーズのすべて 2018/JTB ﾊﾟﾌﾞﾘｯｼﾝｸﾞ

★石破茂と水月會の日本創生 / 石破 茂他

★保守の真髄 / 西部 邁

★たった 1 分！あてるだけでキレイが目覚めるドライヤー / 川嶋 朗

★ママがんばらないで離乳食 / 森崎 友紀

★野草盆栽のつくり方 / 栃の葉書房

★企画展だけじゃもったいない日本の美術館めぐり

/ 浦島 茂世

★夢を生きる / 羽生 結弦

  郷　土  

★大山百科 / 杉本 良巳

  児童書・絵本  

★ハックルベリー・フィンの冒険　上 下 / マーク トウェイン

★４ミリ同盟 / 高楼 方子

★自分コンプレックス / みうら かれん

★英語が好きになる / 関 和之

★羽毛恐竜 / 大島 英太郎

★黄金りゅうと天女 / 代田 昇

★巨人のよめ / 菱木 晃子

★ぎょうれつのできるチョコレートやさん / ふくざわ ゆみこ

  司書おすすめの本  

『いきもの人生相談室

動物たちに学ぶ47の生き方哲学』
監修/今泉　忠明　文　/小林百合子

絵　/木幡　彩貴　発行/山と溪谷社

　あるがままに生き、あるがままに受け入れ

る。そんな生き方をしようと思える本です。

動物たちの行動をちょっと見習うと、悩み多

い人間の心がちょっと軽くなります。ねこの

ストレス発散法とか、トラの前向き思考とか、

ハクセンシオマネキの超積極的恋愛アピール

とか。うちのねこや近所の動物を観察してみ

たくなるかもしれません。（は）

  ９日（土） おはなし図書館（本館）

 11：00 ～ 11：30

16 日（土） ちいさなおはなし会（大山分館）

 11：00 ～ 11：30

６月の図書館

（４月の本館で、1300 冊目を借りてくださったのは
町内にお住まいの近藤さんでした。おめでとうございます。）
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人
権
の
つ
ぼ  

155

大
山
町
人
権
交
流
セ
ン
タ
ー 

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
８
５
９
︲
５
４
︲
２
２
８
６

大
山
町
茶
畑
１
０
７
７
︲
３ 

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
８
５
９
︲
５
４
︲
２
４
１
３

　
　

６
月
１
日
は
人
権
擁
護
委
員
の
日
で
す

　

人
権
擁
護
委
員
法
（
昭
和
24
年
５
月
31

日
）
が
施
行
さ
れ
た
６
月
１
日
を
「
人
権

擁
護
委
員
の
日
」
と
定
め
、
全
国
一
斉
に

人
権
相
談
が
開
設
さ
れ
ま
す
。
本
町
で
は
、

６
月
１
日
に
人
権
相
談
を
開
設
し
、
法
務

大
臣
か
ら
委
嘱
を
受
け
た
６
人
の
人
権
擁

護
委
員
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。
相
談
は
無

料
で
、
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

全
国
一
斉
相
談　

６
月
１
日
︵
金
︶

中
山
地
区
（
役
場
中
山
支
所
）

　
　
　
　
　
　

13
時
30
分
～
16
時

名
和
地
区
（
人
権
交
流
セ
ン
タ
ー
）

　
　
　
　
　
　

９
時
～
11
時
30
分

大
山
地
区
（
大
山
公
民
館
）

　
　
　
　
　
　

13
時
30
分
～
16
時

※
そ
の
他
に
も
毎
月
1
回
定
例
の
「
人
権

相
談
の
日
」
を
設
け
て
い
ま
す
。「
広
報

だ
い
せ
ん
」
の
行
事
カ
レ
ン
ダ
ー
な
ど

で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

鳥
取
地
方
法
務
局
米
子
支
局
総
務
課

☎
０
８
５
９
‐
22
‐
６
１
６
１

大
山
町
人
権
交
流
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
５
９
‐
54
‐
２
２
８
６

人
権
擁
護
委
員
の
仕
事
と
は

　

人
権
擁
護
委
員
は
、
人
権
擁
護
委
員
法

に
基
づ
い
て
、
人
権
相
談
を
受
け
た
り
人

権
の
考
え
を
広
め
る
活
動
を
し
た
り
し
て

い
る
民
間
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。 

人
権
擁

護
委
員
制
度
は
、
様
々
な
分
野
の
人
た
ち

が
人
権
思
想
を
広
め
、
地
域
の
中
で
人
権

が
侵
害
さ
れ
な
い
よ
う
に
配
慮
し
て
人
権

を
擁
護
し
て
い
く
こ
と
が
望
ま
し
い
と
い

う
考
え
か
ら
設
け
ら
れ
た
も
の
で
、
諸
外

国
に
例
を
見
な
い
制
度
と
し
て
発
足
し
ま

し
た
。

　

人
権
擁
護
委
員
は
無
報
酬
で
す
が
、
現

在
、
約
１
４
０
０
０
人
が
法
務
大
臣
か
ら

委
嘱
さ
れ
、
全
国
の
各
市
町
村
に
配
置
さ

れ
て
、
積
極
的
な
人
権
擁
護
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
本
年
は
人
権
擁
護
委

員
制
度
70
周
年
の
節
目
で
あ
り
、
各
種
啓

発
活
動
を
実
施
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

町
内
の
６
人
の
人
権
擁
護
委
員
を
紹
介

し
ま
す
。（
敬
称
略
）

︻
中
山
地
区
︼
井
上
廣
信
・
手
島
孝
人

︻
名
和
地
区
︼
金
田
千
義
・
小
西
廣
子

︻
大
山
地
区
︼
大
塚
典
子
・
辻
田
稔
子

男女共同参画講座 兼
第１回みんなの人権セミナー

◆日　時　6 月 18 日（月）19 時 30 分 ~

◆場　所　役場大山支所

◆内　容

　　　演　題「私たちの周りにあるＤＶ / デートＤＶ

　　　　　　　　　見聞きした時の対応について」

　　　講師　伊田　広行さん

　　　　　　（ＤＶ加害プログラム・ＮＯＶＯ運営者、立命館大学非常勤講師）

◆その他

①小学校入学までを対象に託児を設置します。希望さ

れる場合は、開催日の４日前までにお子さんのお名

前・年齢を添えて、人権推進室に申し込んでください。

②手話通訳を希望される場合は、開催日の 14 日前まで

に人権推進室に申し込んでください。

◆問い合わせ先

　大山町人権推進室（人権交流センター内）

☎　０８５９- ５４- ２２８６

FAX ０８５９- ５４- ２４１３

男女共同参画週間
（6月23～29日）

　平成30年度のキャッチフレーズは「走

り出せ、性別のハードルを越えて、今」

です。

　６月 18 日に男女共同参画講座兼第

１回みんなの人権セミナーを開催しま

す。私たちのまわりの男女のパートナー

シップについて、考えてみませんか？
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まちの話題

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

頂
上
碑
移
転
事
業
に
寄
付

　

頂
上
碑
の
移
転
事
業
に
役
立
て
て
ほ
し

い
と
、
舩
越
真
樹
さ
ん
（
東
京
都
）
か
ら

「
大
山
の
頂
上
を
保
護
す
る
会
」（
会
長
：

竹
口
大
紀
大
山
町
長
）
に
50
万
円
の
ご
寄

付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

贈
呈
式
は
４
月
23
日
に
役
場
本
庁
で
行

わ
れ
ま
し
た
。
大
山
町
出
身
の
舩
越
さ
ん

は
、「
高
校
ま
で
大
山
を
見
て
育
ち
、
大
山

に
は
今
も
愛
着
が
あ
る
。
地
元
の
人
や
訪

れ
る
人
た
ち
に
喜
ん
で
も
ら
え
た
ら
う
れ

し
い
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

４
月
24
日
に
大
山
町
大
山
赤
十
字
奉
仕

団
の
定
期
総
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
際
に
多
年
に
わ
た
り
赤
十
字
事
業

の
推
進
に
大
き
く
貢
献
し
た
と
し
て
、
前

鳥
取
県
支
部
委
員
会
委
員
長
の
金
田
千
義

さ
ん
か
ら
「
銀
色
有
功
章
」
の
楯
が
手
渡

さ
れ
ま
し
た
。

　

大
山
赤
十
字
奉
仕
団
と
し
て
の
受
章
の

ほ
か
、
個
人
と
し
て
、
汐
田
達
子
さ
ん
、

中
嶋
さ
ち
え
さ
ん
、
井
上
弘
子
さ
ん
、
門

脇
涼
子
さ
ん
が
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

大
山
赤
十
字
奉
仕
団
に

銀
色
有
功
章

　

第
27
回
大
山
町
民
ゴ
ル
フ
大
会
（
町
体

育
協
会
ゴ
ル
フ
部
主
催
）
が
、
４
月
29
日

に
神
田
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

33
人
が
参
加
、
好
天
に
も
恵
ま
れ
て
、
大

会
は
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
さ
れ
た
会
員
同
士
、
和
気
あ
い
あ

い
親
睦
を
図
り
プ
レ
ー
を
楽
し
み
ま
し
た
。

ま
た
、
大
会
終
了
後
の
総
会
で
は
1
年
間

の
事
業
計
画
と
予
算
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

次
回
の
第
28
回
大
会
は
、10
月
５
日
（
金
）

に
大
山
平
原
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
で
行
わ
れ
ま

す
。
同
ゴ
ル
フ
部
は
、
多
く
の
皆
さ
ん
に

ご
参
加
い
た
だ
き
、
ゴ
ル
フ
で
交
流
を
深

め
た
い
と
し
て
い
ま
す
。

　

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

第27回大山町民ゴルフ大会成績　（敬称略）

氏　　名 OUT IN グロス ハンディ ネット

1 位 長野　光宏 34 30 64 7.2 56.8

2 位 渡邊　　耕 36 34 70 13.2 56.8

3 位 荒松　徳夫 34 28 62 4.8 57.2

4 位 中村　実男 35 37 72 14.4 57.6

5 位 杉本　邦男 35 37 72 14.4 57.6

6 位 松本　良久 37 33 70 12.0 58.0

※同ネットの場合は年齢上位　※ベストグロス　米山　修市　62

ナイスショットに

笑顔がいっぱい！
大山町民ゴルフ大会

中央が優勝の長野さん、左が２位の渡邊さん、右が３位の荒松さん

▲受章の皆さん

▲目録を手渡す舩越さん（右）
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まちの話題
　

大
山
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
大
山
支
部

は
、
大
山
西
小
学
校
と
大
山
小
学
校
の
新

１
年
生
に
「
交
通
安
全
マ
ス
コ
ッ
ト
」
を

毎
年
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
い
ま
す
。

　

４
月
12
日
に
贈
呈
式
が
行
わ
れ
、
大
山

小
学
校
21
人
、
16
日
に
大
山
西
小
学
校
39

人
の
新
1
年
生
に
交
通
安
全
の
マ
ス
コ
ッ

ト
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
の

お
礼
の
言
葉
と
拍
手
を
受
け
、
大
山
支
部

の
皆
さ
ん
も
喜
び
の
表
情
を
浮
か
べ
て
い

ま
し
た
。

　

逢
坂
八
幡
神
社
例
大
祭
が
５
月
４
日
に

行
わ
れ
、
伝
統
の
御
幸
行
列
を
見
よ
う
と

見
物
客
や
住
民
が
大
勢
集
ま
り
ま
し
た
。

　

行
列
の
花
形
と
も
い
え
る
「
鳥
毛
・
白
毛
」

の
華
麗
な
舞
い
を
交
え
な
が
ら
、
社
旗
を

筆
頭
に
３
基
の
神
輿
を
守
り
つ
つ
、
神
楽

団
や
伝
統
の
装
束
を
身
に
ま
と
っ
た
氏
子

た
ち
が
本
殿
か
ら
御
幸
場
ま
で
練
り
歩
き

古
式
ゆ
か
し
く
伝
統
の
御
幸
行
列

逢
坂
八
幡
神
社

安
全
に
通
学
を
！

老
人
ク
ラ
ブ
が
マ
ス
コ
ッ
ト
贈
呈

　

こ
の
マ
ス
コ
ッ
ト
は
、
新
入
生
が
安
全

に
通
学
で
き
る
よ
う
に
と
い
う
願
い
を
込

め
て
、
同
支
部
の
女
性
会
員
が
講
師
に
教

わ
っ
て
手
作
り
し
た
も
の
で
す
。

　

マ
ス
コ
ッ
ト
贈
呈
は
、
16
年
前
か
ら
行

わ
れ
て
お
り
、
大
山
支
部
は
、
今
後
も
こ

の
活
動
を
続
け
て
い
き
た
い
と
し
て
い
ま

す
。

ま
し
た
。
沿
道
で
は
往
時
の
栄
華
を
し
の

ば
せ
る
行
列
を
写
そ
う
と
カ
メ
ラ
を
向
け

る
見
物
客
の
姿
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

御
幸
場
で
は
、
神
事
の
ほ
か
氏
子
の
乙

女
た
ち
が
平
和
と
安
泰
を
願
っ
て
「
浦
安

の
舞
」
を
奉
納
し
ま
し
た
。

成長具合や体型などを審査
大山町乳牛共進会

　４月 18 日に第２回大山町乳牛共進会（主催：大山町酪

農組合）が、中山の萩原公園で行われました。

　審査委員には、（一社）家畜改良事業団岡山種雄牛セン

ターの岩間悟さんをお迎えしました。

　今年は 39 頭が出品。月齢ごとに部類に分けられ、各部

ともハイレベルな戦いとなりました。共進会終了後は懇

親会も行われ、酪農家同士の親睦を深めました。

▲

第
４
部
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン

 

「
シ
ュ
ガ
ー
セ
ル
マ 
ビ
ー
マ
ー
ロ
ビ
ン
」

 

出
品
者
／
㈱
ブ
ッ
シ
ュ
ク
ロ
ー
バ
ー
ズ

▲贈呈式の様子
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お

知

ら

せ

田
中
さ
ん
が
就
農
！

�
地
域
お
こ
し
協
力
隊
卒
業
�

　

平
成
27
年
4
月
か
ら
独
立
就
農
を
目
指

し
て
活
動
し
て
き
た
地
域
お
こ
し
協
力
隊

（
定
住
・
農
業
部
門
）
の
最
後
の
メ
ン
バ
ー

が
３
月
に
卒
業
し
ま
し
た
。
先
に
卒
業
し

て
就
農
し
た
２
名
に
続
い
て
、
４
月
か
ら

梨
農
家
と
し
て
の
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し

た
。

　

こ
れ
か
ら
大
山
町
の
農
業
の
担
い
手
と

し
て
が
ん
ば
っ
て
い
き
ま
す
。

＊
定
住
・
農
業
部
門
の
地
域
お
こ
し
協
力

隊
員
は
、
町
外
か
ら
転
入
し
、
大
山
町

ア
グ
リ
マ
イ
ス
タ
ー
の
も
と
で
農
業
に

必
要
な
技
術
や
知
識
を
学
び
、
独
立
就

農
し
ま
し
た
。

▲田
た な か み な こ

中未菜子さん＜梨・４月１日就農＞

　地域おこし協力隊として活動し、長いようで

あっという間の３年間でした。私は梨を選び、

土日も関係なく厳しい厳しい研修をやり遂げる

ことができました。

　途中何度かくじけそうになったこともあった

のですが、周りの方々の存在や「どうだ？！が

んばっとーかー？！」と声をかけてくださった

ことが私の心の支えとなり、何とか続けること

ができました。また、先に就農した同期の存在や、

困ったときに相談できる仲間がいたことがとて

も支えとなりました。

　独立就農ができたのは、師匠をはじめたくさ

んの方々のサポートがあったからです。みなさ

んがいたからこそ、今の自分がありスタートラ

インに立てたのだと感じています。これから新

しく持つ果樹園で、新甘泉・王秋・輝太郎を作っ

ていきます。自分の園が徐々に出来上がってい

くのがすごく楽しみでもあり、いろいろな部分

で不安もいっぱいです。これからも師匠の教え

を守り、周りの方々と交流を持って、大山のお

いしい梨作りを頑張っていきたいと思います。

　どこかで会ったときには、声をかけてくださ

い。そのひと声が私の活力になります！これか

らもよろしくお願いします。　　田中未菜子

お忘れなく
児童手当現況届

提出は
６月 29 日 ( 金 )

までです！

　

こ
の
届
は
、
児
童
手
当
を
引
き
続
き
受

け
る
要
件
が
あ
る
か
ど
う
か
の
確
認
を
す

る
た
め
の
も
の
で
す
。
現
況
届
の
提
出
が

な
い
と
、
６
月
か
ら
の
手
当
が
受
け
ら
れ

な
く
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

提
出
書
類
は
各
家
庭
に
お
届
け
し
ま
す

の
で
、
要
領
を
よ
く
読
み
、
6
月
29
日
（
金
）

ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
提
出
お
よ
び
問
い
合
わ
せ
先

住
民
生
活
課☎

０
８
５
９
‐
54
‐
５
２
１
０

中
山
支
所
総
合
窓
口
室

☎
０
８
５
８
‐
58
‐
６
１
１
１

大
山
支
所
総
合
窓
口
室

☎
０
８
５
９
‐
53
‐
３
３
１
１
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受けて安心♥

特定健診

　特定健診は年に１回あなたの体の病気にか

かるリスクを見つける貴重な機会です。５月

中に各世帯に健診関係書類をお届けしていま

すのでご確認ください。

　今年度から、ほとんどの健診（検診）が無

料になりました。（人間ドック、胃カメラ検診

は有料となります）受診前に予約が必要です。

詳しくは、「健診ガイド」、「健診のしおり」を

ご覧ください。

◆問い合わせ先

健康対策課　☎０８５９－５４－５２０６

　

後
期
高
齢
者
医
療
歯
科
健
康
診
査

（
口
腔
健
診
）を
受
け
ま
し
ょ
う

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
し
て
い

る
人
を
対
象
に
、
歯
・
歯
肉
の
状
態
や
口

腔
清
掃
状
態
等
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
「
歯
科

健
康
診
査
（
口
腔
健
診
）」
を
実
施
し
ま
す
。

口
腔
機
能
の
低
下
や
、
肺
炎
等
の
疾
病
を

予
防
す
る
た
め
に
年
に
一
度
は
口
腔
健
診

を
受
け
ま
し
ょ
う
。

︽
健
診
の
流
れ
︾

１　

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
ま
た
は

住
民
生
活
課
（
☎
０
８
５
９
‐
54
‐

５
２
１
０
）
へ
申
し
込
み
ま
す
。

２　

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
よ
り
送

付
さ
れ
る
受
診
券
・
問
診
票
・
受
診
で

き
る
歯
科
医
院
一
覧
等
を
受
け
取
り
ま

す
。

３　

受
け
取
っ
た
一
覧
か
ら
希
望
す
る
歯

科
医
院
に
申
込
み
を
し
て
、
健
診
を
受

け
ま
す
。

＊
健
診
の
結
果
を
受
け
取
り
、
詳
し
い
検

査
や
治
療
が
必
要
で
あ
れ
ば
医
療
機
関

を
受
診
し
、
生
活
習
慣
を
振
り
返
り
、

改
善
で
き
る
こ
と
は
実
践
し
ま
し
ょ
う
。

︽
健
診
内
容
︾

　

問
診
・
噛
む
力
や
飲
み
込
み
の
力
の
確

認
・
舌
の
動
き
の
確
認
・
歯
や
歯
肉
の
状

態
の
確
認

︽
受
診
費
用
︾

　

健
診
自
体
は
無
料
で
す
が
、
そ
の
後
に

治
療
行
為
が
行
わ
れ
る
場
合
は
有
料
と
な

り
ま
す
の
で
、
十
分
な
説
明
を
受
け
、
納

得
の
上
で
治
療
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

︽
受
診
期
間
︾

平
成
30
年
6
月
1
日
（
金
）

～
平
成
31
年
1
月
31
日
（
木
）

健
診
は
、
年
度
内
に
１
回
の
み
で
す
。

◆
後
期
高
齢
者
医
療
歯
科
健
康
診
査
に
関

す
る
お
問
い
合
わ
せ
先

鳥
取
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

業
務
課

☎
０
８
５
８
‐
32
‐
１
０
９
５



15 平成 30 年 6 月

お

知

ら

せ

障害者手帳を

お持ちの方へ

　

障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
の
方
は
、
次
の

よ
う
な
と
き
手
続
き
が
必
要
で
す
。

・
転
居
や
氏
名
変
更

・
他
市
町
村
か
ら
大
山
町
に
転
入

・
大
山
町
か
ら
他
市
町
村
へ
転
出

（
転
出
先
の
市
町
村
障
が
い
福
祉
担
当
窓

口
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
）

・
手
帳
の
紛
失
や
破
損

・
手
帳
所
持
者
の
死
亡

・
身
体
障
害
者
手
帳
取
得
か
ら
10
年
経
過
し

た
と
き

各
種
助
成
制
度
を
受
け
る
と
き

︻
障
害
者
医
療
費
助
成
︼

　

病
院
・
薬
局
な
ど
で
支
払
っ
た
自
己
負

担
分
（
保
険
適
用
分
）
の
２
分
の
１
相
当

額
を
助
成
。（
食
事
療
養
費
・
室
料
な
ど
は

対
象
外
）

◆
対
象
者

　

次
の
項
目
に
す
べ
て
該
当
す
る
方

①
身
体
障
害
者
手
帳
（
３
級
～
６
級
）・
療

育
手
帳
（
Ｂ
判
定
）・
精
神
障
害
者
保
健

福
祉
手
帳
（
２
級
～
３
級
）
の
い
ず
れ

か
を
お
持
ち
の
方

②
18
歳
（
18
歳
に
な
っ
た
年
度
の
3
月
31

日
ま
で
を
除
く
）
か
ら
69
歳
ま
で
の
方

③
所
得
税
非
課
税
の
方

◆
手
続
き
に
必
要
な
も
の

　

領
収
書
（
保
険
点
数
の
わ
か
る
も
の
。

レ
シ
ー
ト
は
不
可
）・
印
鑑
・
保
険
証
・
障

害
者
手
帳

︻
障
害
者
通
所
・
通
院
費
助
成
︼

　

次
の
項
目
に
該
当
す
る
場
合
、
通
所
・

通
院
に
必
要
な
交
通
費
の
２
分
の
１
相
当

額
を
助
成
。（
公
的
扶
助
の
受
給
者
は
除
く
）

・
在
宅
の
障
が
い
者
が
就
労
移
行
支
援
・
就

労
継
続
支
援
を
行
う
事
業
所
な
ど
に
通

※身体障害者手帳をお持ちの方

は、顔写真が古くなると本人

確認が困難となるため、10年

に１度再交付の手続きが必要

です。手続きには、印鑑・お

持ちの身体障害者手帳・写真

（タテ４cm×ヨコ３cm）１

枚が必要です。

所
す
る
場
合
。

・
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
を
お
持
ち
の

在
宅
の
方
が
、
当
該
精
神
疾
患
の
治
療
の

た
め
に
医
療
機
関
に
通
院
す
る
場
合
。

※
町
内
の
事
業
所
・
医
療
機
関
は
、
公
共

交
通
機
関
を
利
用
し
た
場
合
の
み
対
象

と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
通
所
・
通
院
に

送
迎
サ
ー
ビ
ス
等
を
利
用
し
て
い
る
場

合
や
、
通
所
に
係
る
手
当
等
を
受
け
て

い
る
場
合
は
対
象
外
で
す
。

◆
手
続
き
に
は
、
町
指
定
の
申
請
書
に
医

療
機
関
・
事
業
所
の
証
明
が
必
要
に
な

り
ま
す
。

︻
人
工
透
析
患
者
通
院
費
助
成
︼ 

　

腎
臓
機
能
障
害
に
よ
り
人
工
透
析
療
法

を
受
け
て
お
ら
れ
る
在
宅
の
方
を
対
象
に
、

人
工
透
析
通
院
に
必
要
な
交
通
費
の
２
分

の
１
相
当
額
を
助
成
。（
所
得
税
非
課
税
の

方
が
対
象
。
公
的
扶
助
の
受
給
者
は
除
く
）

※
通
院
に
送
迎
サ
ー
ビ
ス
等
を
利
用
し
て

い
る
場
合
は
対
象
外
で
す
。

◆
手
続
き
に
は
、
町
指
定
の
申
請
書
に
医

療
機
関
の
証
明
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

◆
手
続
き
・
問
い
合
わ
せ
先

　

福
祉
介
護
課

　

☎
０
８
５
９
‐
54
‐
５
２
０
７

　

中
山
支
所
総
合
窓
口
室

　

☎
０
８
５
８
‐
58
‐
６
１
１
１

　

大
山
支
所
総
合
窓
口
室

　

☎
０
８
５
９
‐
53
‐
３
３
１
１

『
第
５
期
大
山
町
障
害
福
祉
計

画
及
び
第
１
期
大
山
町
障
害
児

計
画
』
を
策
定
し
ま
し
た

　

本
町
で
は
、「
安
心
し
て
暮
ら
す
」「
学
び
、

働
き
、
社
会
参
加
を
促
進
」「
共
に
暮
ら
す

社
会
の
実
現
」
を
基
本
目
標
と
し
て
、
平

成
27
年
３
月
に
「
大
山
町
障
が
い
者
プ
ラ

ン
」
を
策
定
し
、
各
種
施
策
の
推
進
に
取

り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
、
障
害
者
総
合
支
援
法
に
基

づ
く
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
確
保
に

関
す
る
「
第
５
期
大
山
町
障
害
福
祉
計
画

（
計
画
期
間
：
平
成
30
年
度
～
平
成
32
年

度
）」、
児
童
福
祉
法
の
改
正
に
よ
り
障
が

い
児
福
祉
の
さ
ら
な
る
取
り
組
み
を
推
進

す
る
た
め
「
第
１
期
大
山
町
障
害
児
福
祉

計
画
（
計
画
期
間
：
平
成
30
年
度
～
平
成

32
年
度
）」
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
計
画
を
も
と
に
障
が
い
の
あ

る
人
も
な
い
人
も
、
共
に
住
み
慣
れ
た
地

域
の
中
で
、
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で

き
る
よ
う
関
係
機
関
の
連
携
を
行
い
、
取

り
組
み
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

内
容
に
つ
い
て
は
、
大
山
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
ま
た
は
福
祉
介
護
課
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先　

福
祉
介
護
課

　

☎
０
８
５
９
‐
54
‐
５
２
０
７
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飼
い
主
の
い
な
い
猫
に
対
す
る

不
妊
・
去
勢
手
術
費
用
の
助
成
に
つ
い
て

飼
い
猫
の
避
妊
・
去
勢
奨
励
事
業

　

飼
い
主
の
い
な
い
猫
に
、
不
妊
ま
た
は

去
勢
手
術
を
受
け
さ
せ
る
た
め
の
費
用
の

一
部
を
助
成
し
ま
す
。

◆
対
象　

次
の
条
件
を
す
べ
て
満
た
す
人

・
町
内
に
住
所
を
有
し
、
町
内
で
捕
獲
し
た

飼
い
主
の
い
な
い
猫
に
対
し
、
県
内
の
動

物
病
院
で
手
術
を
受
け
さ
せ
、
そ
の
費
用

を
負
担
す
る
人

・
手
術
後
、
捕
獲
し
た
元
の
場
所
に
戻
す
こ

と
が
で
き
る
人

・
手
術
済
み
の
猫
で
あ
る
と
判
別
で
き
る
よ

う
、
手
術
後
に
片
耳
の
先
端
に
Ｖ
字
型
の
切

れ
込
み
を
入
れ
る
こ
と
を
了
承
で
き
る
人

　

公
益
社
団
法
人
鳥
取
県
獣
医
師
会
で
は
、

今
年
度
も
こ
の
事
業
を
実
施
し
ま
す
。
希

望
者
は
、
事
業
実
施
動
物
病
院
へ
直
接
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
住
民
生
活
課
、
各
支
所
総
合

窓
口
室
か
、
公
益
社
団
法
人
鳥
取
県
獣
医

師
会
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
助
成
金
額

　

避
妊
手
術　

４
０
０
０
円

　

去
勢
手
術　

２
０
０
０
円

・
手
術
を
行
う
動
物
病
院
に
自
ら
猫
を
持
ち

込
む
こ
と
が
で
き
る
人

◆
補
助
金
額
に
つ
い
て

　

１
頭
あ
た
り
手
術
費
用
の
２
分
の
１
（
上

限
５
千
円
。
１
０
０
円
未
満
切
り
捨
て
）

た
だ
し
、
予
算
の
範
囲
内
で
補
助
し
ま
す
。

◆
そ
の
他

　

必
ず
手
術
前
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

手
術
後
の
申
請
は
、
補
助
の
対
象
と
な

り
ま
せ
ん
。

◆
申
請
・
問
い
合
わ
せ
先

住
民
生
活
課☎

０
８
５
９
‐
54
‐
５
２
１
０

◆
申
込
期
限　

8
月
31
日
（
金
）

◆
問
い
合
わ
せ
先

公
益
社
団
法
人
鳥
取
県
獣
医
師
会

☎
０
８
５
７
‐
53
‐
４
３
０
０

住
民
生
活
課☎

０
８
５
９
‐
54
‐
５
２
１
０

中
山
支
所
総
合
窓
口
室

☎
０
８
５
８
‐
58
‐
６
１
１
１

大
山
支
所
総
合
窓
口
室

☎
０
８
５
９
‐
53
‐
３
３
１
１

６月は

環境月間

です

　

６
月
５
日
の
「
環
境
の
日
」
を
含
む
６

月
は
、「
環
境
月
間
」
と
し
て
全
国
で
さ
ま

ざ
ま
な
取
り
組
み
が
行
わ
れ
ま
す
。

「
マ
イ
バ
ッ
グ
」
を
活
用
し
ま
し
ょ
う

　

鳥
取
県
で
は
、
毎
月
10
日
を
「
ノ
ー
レ

ジ
袋
デ
ー
」
と
定
め
て
い
ま
す
。
買
い
物

に
は
マ
イ
バ
ッ
グ
を
持
参
し
、
不
要
な
レ

ジ
袋
を
削
減
し
ま
し
ょ
う
。

ご
み
の
ポ
イ
捨
て
や
不
法
投
棄
は
犯

罪
で
す

　

道
路
や
河
川
、
山
林
な
ど
へ
の
不
法
投

棄
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

　

ポ
イ
捨
て
を
含
む
ご
み
の
不
法
投
棄
は

法
律
に
よ
り
、
５
年
以
下
の
懲
役
ま
た
は

１
０
０
０
万
円
以
下
の
罰
金
が
科
せ
ら
れ

る
重
大
な
犯
罪
行
為
で
す
。

　

ま
た
、
土
地
の
管
理
者
は
、
不
法
投
棄

を
さ
せ
な
い
よ
う
に
、
定
期
的
な
草
刈
り

な
ど
所
有
地
の
管
理
を
し
ま
し
ょ
う
。

ペ
ッ
ト
は
正
し
く
飼
育
し
ま
し
ょ
う

　

飼
い
犬
は
リ
ー
ド
等
に
つ
な
い
で
放
し

飼
い
に
せ
ず
、
フ
ン
は
飼
い
主
の
責
任
で

処
理
し
ま
し
ょ
う
。
飼
い
猫
に
は
、
ト
イ

レ
な
ど
の
し
つ
け
を
し
ま
し
ょ
う
。

　

野
良
猫
に
餌
を
与
え
る
こ
と
は
、
野
良

猫
の
繁
殖
に
つ
な
が
り
ま
す
の
で
や
め
ま

し
ょ
う
。

野
焼
き
は
原
則
禁
止
で
す

　

野
焼
き
は
法
律
に
よ
り
原
則
禁
止
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

と
ん
ど
焼
き
等
、
例
外
的
に
認
め
ら
れ

て
い
る
も
の
も
あ
り
ま
す
が
、
生
活
環
境

上
支
障
を
与
え
、
苦
情
等
の
あ
る
場
合
は
、

指
導
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

す
べ
て
の
町
民
の
皆
さ
ん
が
気
持
ち
よ

く
生
活
す
る
た
め
の
環
境
づ
く
り
に
、
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先　

住
民
生
活
課☎

０
８
５
９
‐
54
‐
５
２
１
０
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混
合
粗
大
ご
み
を
受
け
入
れ
ま
す

　

ご
家
庭
で
不
要
に
な
っ
た
混
合
粗
大
ご

み
の
処
理
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
名
和
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
へ
直
接
持
ち
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

　

な
お
、
家
庭
か
ら
出
る
ご
み
が
対
象
で

す
の
で
、
事
業
所
ご
み
の
持
ち
込
み
は
受

け
入
れ
し
ま
せ
ん
。

◆
日
時　

6
月
17
日
（
日
）

　
　
　

午
前
：
9
時
～
12
時

　
　
　

午
後
：
13
時
～
15
時

◆
持
ち
込
み
場
所　

　

名
和
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

◆
手
数
料　

10
㎏
あ
た
り
２
０
５
円

混
合
粗
大
ご
み
と
は

　

燃
え
る
物
と
燃
え
な
い
物
が
一
緒
に

な
っ
て
い
て
、
自
力
で
の
分
別
が
困
難
な

粗
大
ご
み

︻
例
︼
電
気
毛
布
、
電
気
カ
ー
ペ
ッ
ト
、
ス

プ
リ
ン
グ
入
り
ソ
フ
ァ
ー
、
マ
ッ
サ
ー
ジ

チ
ェ
ア
、
オ
ル
ガ
ン
、
木
製
の
台
付
き
ミ

シ
ン
、
ゴ
ル
フ
バ
ッ
グ
、
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー

ト
な
ど

※
ね
じ
等
で
接
合
し
て
あ
り
、
容
易
に
分

解
で
き
る
も
の
は
持
ち
込
み
で
き
ま
せ

ん
。

※
係
員
が
混
合
粗
大
ご
み
で
は
な
い
と
判

断
し
た
場
合
、
受
け
入
れ
で
き
な
い
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承

く
だ
さ
い
。

※
当
日
の
受
け
入
れ
は
、
混
合
粗
大
ご
み

の
み
で
す
。

※
手
数
料
は
、
持
ち
込
み
場
所
に
お
い
て
、

現
金
で
お
支
払
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

住
民
生
活
課☎

０
８
５
９
‐
54
‐
５
２
１
０

大
山
支
所
総
合
窓
口
室

☎
０
８
５
９
‐
53
‐
３
３
１
１

中
山
支
所
総
合
窓
口
室

☎
０
８
５
８
‐
58
‐
６
１
１
１

※
当
日
の
連
絡
先

名
和
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
５
９
‐
54
‐
５
３
５
２

不
燃
粗
大
ご
み
シ
ー
ル
の

販
売
店
が
増
え
ま
し
た

　

不
燃
粗
大
ご
み
シ
ー
ル
は
、
こ
れ
ま
で

役
場
本
庁
、
各
支
所
、
大
山
農
村
環
境
改

善
セ
ン
タ
ー
、
ふ
れ
あ
い
の
郷
か
あ
ら
山
、

一
般
社
団
法
人
大
山
観
光
局
の
6
か
所
で

販
売
し
て
い
ま
し
た
が
、
販
売
場
所
が
増

え
て
お
買
い
求
め
や
す
く
な
り
ま
す
。
新

た
な
販
売
店
は
次
の
と
お
り
で
す
。

不燃粗大ごみシールの販売店

中山地区

瀬川商店・玉知店・当別当商店・丸合中

山店・平福薬局・藤田商店・ローソン大

山町中山店

名和地区

Ａコープ名和店・金田商店（西坪）・金田

商店（御来屋）・梶原簡易郵便局・榊原書店・

サンワ冷食・たみや・角田酒造・ヘルシー

サプライ名和薬局店

大山地区

大山口薬局・トガマエヤ大山口店・宮原

鍛冶鉄工所・エムマート・弥生の風・A コー

プ大山店

町　　外
Ａコープ大高店・Ａコープ淀江店・丸合

淀江店
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はい！消費生活相談窓口です

消費生活  『出前講座』 を
開いてみませんか

〜知っておきたい最新の消費者トラブル・暮らしの危険〜

労
働
セ
ミ
ナ
ー
の
ご
案
内

　

基
本
的
な
労
働
関
係
法
令
等
の
学
習
機

会
を
提
供
し
、
労
働
者
・
経
営
者
間
の
紛

争
防
止
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。

◆
日
時　

6
月
13
日
（
水
）

　
　
　
　
　
　

14
時
～
15
時
30
分

◆
場
所　

米
子
市
立
図
書
館
2
階
研
修
室

◆
内
容　

「
ア
ン
ガ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
で
円

滑
な
人
間
関
係
づ
く
り
」

＊
怒
り
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
方
法
を
学

ん
で
、
職
場
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
に
活
か
そ
う

◆
講
師　

越
野　

由
美
子
さ
ん

（
ア
ン
ガ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
フ
ァ
シ
リ

テ
ー
タ
ー
）

◆
対
象　

興
味
の
あ
る
方
な
ら
ど
な
た
で

も
参
加
可
能

※
失
業
給
付
受
給
中
の
方
は
、
求
職
活
動

の
実
績
に
な
り
ま
す
。

◆
申
込　

資
料
準
備
の
た
め
事
前
申
込
が

必
要
で
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

中
小
企
業
労
働
相
談
所
み
な
く
る
米
子

☎
０
１
２
０
‐
66
‐
２
３
９
６

○出前講座の内容
＊被害にあわないために「手口を知る」「断り方」

「高齢者の見守りのポイント」など、消費者

の行動が社会に影響するという「消費者市民

社会」の視点を加えた参加型の講座を行って

います。

＊役立つグッズ作成（お断りうちわ、たすけカー

ド）や、カルタ、寸劇など。

【講座の例】

・知って防ぐ特殊詐欺と消

費者トラブル

・身近な事故から身を守ろ

う（製品事故、誤飲など）

・「選ぶ時、しっかり、考

える」エシカル消費って

なに？　　など

毎月第４火曜日は、

消費生活相談日です

　専門の消費生活相談員が相談をお受けします。

○場所　役場本庁

○時間　午前９時〜正午まで

（日程は変更になる場合があります。防災

無線でお知らせします。）

　第 4 火曜日の午後からは、出前講座にも出かけ

ます。お気軽にお申し込みください。

○人数　３人〜50人程度（少人数でもお受けします）。

※申込み先：住民生活課　

☎０８５９- ５４- ５２１０

＊ご注意ください！架空請求はがき

　「消費料金に関する訴訟最終告知のお知らせ」と

いったはがきが届いたという相談が多数寄せられ

ています。行政機関から送付しているかのように

書いてありますが、このような機関は存在しませ

ん。電話をかけず無視をしましょう。

　お気軽に消費生活相談窓口をご利用ください。

住民生活課

 ☎０８５９- ５４- ５２１０（平日）

鳥取県消費生活センター

 ☎０８５９- ３４- ２６４８（平日・土日）

琴浦大山警察署 ☎０８５８- ４９- ８１１０

《架空請求はがきサンプル》
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町
内
全
域

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
い
ま
す

　

農
業
委
員
会
で
は
、
毎
年
7
月
中
旬
～

８
月
ご
ろ
に
、
町
内
全
域
農
地
を
対
象
に
、

農
地
の
現
地
確
認
を
行
い
、
遊
休
農
地
の

実
態
把
握
と
違
反
転
用
発
生
防
止
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　

パ
ト
ロ
ー
ル
の
結
果
、「
再
生
利
用
可
能

な
遊
休
農
地
」
と
判
断
さ
れ
た
農
地
の
所

有
者
へ
は
、
農
業
委
員
・
農
地
利
用
最
適

化
推
進
委
員
が
「
利
用
意
向
調
査
」
を
行

い
ま
す
。
今
後
の
農
地
の
利
用
計
画
、
農

地
貸
付
希
望
の
確
認
、
中
間
管
理
事
業
活

用
の
ご
案
内
等
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

定
期
的
な
草
刈
り
等
で
、
適
正
な
管
理

を
お
願
い
し
ま
す
。

農業委員会
からの
お知らせ

名
和
地
区
農
地
利
用

最
適
化
推
進
委
員
欠
員
補
充

　

農
業
委
員
会
定
例
会
が
５
月
10
日
に
行

わ
れ
、
鳥
橋
千
廣
さ
ん
（
富
長
東
）
が
、

欠
員
が
生
じ
て
い
た
名
和
地
区
の
農
地
利

用
最
適
化
推
進
委
員
に
任
命
さ
れ
ま
し
た
。

鳥
橋
さ
ん
の
任
期
と
担
当
区
域
は
次
の
と

お
り
で
す
。

◆
任
期

平
成
30
年
5
月
10
日～

平
成
32
年
7
月
19
日

◆
担
当
区
域

富
長
東
・
中
・
西
、
塚
根
、
大
塚
、

福
田
、
大
雀
、
千
歳

◆
問
い
合
わ
せ
先

農
業
委
員
会
事
務
局

☎
０
８
５
８
‐
58
‐
６
１
１
５

　

こ
ん
に
ち
は
。
な
か
や
ま
温
泉
ゆ
ー

ゆ
ー
倶
楽
部
ナ
ス
パ
ル
で
す
。

　

過
ご
し
や
す
い
気
候
に
な
り
、
身
体

を
動
か
す
機
会
が
増
え
て
き
て
は
い
ま

せ
ん
か
？
仕
事
の
疲
れ
や
運
動
で
汗
を

か
い
た
後
は
、
中
山
温
泉
に
ゆ
っ
た
り

つ
か
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。
気
分
も
さ
っ

ぱ
り
。
お
ス
ス
メ
で
す
よ
！

＊
６
月
イ
ベ
ン
ト
情
報
＊

6
月
1
日
〜
30
日
の
１
か
月
限
定

『
毎
日
プ
ラ
ス
ワ
ン
デ
ー
』

　

ス
タ
ン
プ
が
30
個
た
ま
る
と
１
回
分

の
入
浴
無
料
券
に
な
り
ま
す
。

　

回
数
券
ご
利
用
の
お
客
様
は
、
１
回

の
ご
利
用
で
ス
タ
ン
プ
２
個
。
券
売
機

で
入
浴
券
を
購
入
さ
れ
た
お
客
様
は
、

１
回
の
ご
利
用
で
ス
タ
ン
プ
３
個
。
ま

た
、
ポ
イ
ン
ト
数
に
応
じ
て
色
々
な
商

品
と
も
交
換
で
き
ま
す
！

　

通
常
よ
り
と
て
も
貯
ま
り
や
す
く

な
っ
た
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
を
、
こ
の
機

会
に
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

6
月
３
日
（
日
）『
な
か
や
ま
温
泉
朝
市
』

◆
場
所　

中
山
温
泉
隣
接
多
目
的
広
場

６
月
23
日
（
土
）『
ナ
ス
パ
ル
シ
ア
タ
ー
』

上
映
作
品
「
夜
間
も
や
っ
て
る
保
育
園
」

◆
場
所　

中
山
温
泉
わ
く
わ
く
ホ
ー
ル

★
毎
月
26
日
は
『
お
風
呂
の
日
』
で
す
。

　

抽
選
会
で
は
ラ
ッ
キ
ー
な
方
に
入

浴
券
が
当
た
り
ま
す
。

【
ご
利
用
案
内
】

営
業
時
間
：
10
時
～
21
時

休

館

日
：
第
２
・
第
４
月
曜
日

入
浴
料
金
：
大
人
４
３
０
円

　
　
　
　
　

小
人
２
１
０
円

なかやま温泉

だより

vol. 49

◆なかやま温泉

☎ 0858-49-3330

▲鳥橋千廣さん（右）に委嘱状が手渡されました



20平成 30 年 6 月

お

知

ら

せ

◆
対
象

　

町
内
に
在
住
、
通
勤
し
て
お
ら
れ
る

方
で
、
男
女
共
同
参
画
の
推
進
に
意
欲

と
関
心
の
あ
る
方
。
お
お
む
ね
18
歳
以

上
の
方
。

◆
公
募
委
員
数　

３
名
程
度

◆
任
期

平
成
30
年
８
月
1
日
か
ら
２
年
間

◆
応
募
方
法

　

所
定
の
応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、
人
権
交
流
セ
ン
タ
ー
、
本
庁
総

務
課
、
各
支
所
窓
口
室
へ
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。
応
募
用
紙
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

◆
締
切　

６
月
29
日
（
金
）
ま
で

◆
そ
の
他

　

審
議
会
は
年
に
２
～
３
回
程
度
実
施

し
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

教
育
委
員
会
事
務
局

人
権
・
社
会
教
育
課
人
権
推
進
室

☎
０
８
５
９
‐
54
‐
２
２
８
６

（
人
権
交
流
セ
ン
タ
ー
内
）

男
女
共
同
参
画
の
推
進
に
関
す

る
基
本
的
な
計
画
な
ど
に
つ
い

て
調
査
審
議
す
る
「
大
山
町
男

女
共
同
参
画
審
議
会
」
の
公
募

委
員
を
募
集
し
ま
す
！

全
日
本
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
皆
生
大
会

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

　

38
回
を
数
え
る
全
日
本
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ

ン
皆
生
大
会
が
、
今
年
は
７
月
15
日
（
日
）

に
開
催
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
本
町
は

自
転
車
競
技
コ
ー
ス
と
な
っ
て
お
り
、
町

内
を
選
手
が
走
行
し
ま
す
。

　

こ
の
大
会
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て

ご
協
力
い
た
だ
け
る
方
を
募
集
し
ま
す
。

　

内
容
は
、
町
内
エ
イ
ド
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

で
の
選
手
の
お
世
話
と
コ
ー
ス
道
路
・
交

差
点
で
の
安
全
誘
導
で
す
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
は
ス
タ
ッ
フ
Ｔ
シ
ャ

ツ
と
弁
当
が
用

意
さ
れ
ま
す
。

　

個
人
で
も
グ

ル
ー
プ
で
も
参

加
可
能
で
す
。

み
な
さ
ん
の

『
が
ん
ば
れ
!!
』

の
声
援
が
鉄
人

た
ち
の
力
に
な

り
ま
す
。

◆
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

観
光
商
工
課☎

０
８
５
９
‐
53
‐
３
１
１
０

︵
写
真
提
供
：
皆
生
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
協
会
︶

テメキュラ市
訪問団
募集 !!

　

大
山
町
の
姉
妹
都
市
で
あ
る
「
ア
メ
リ

カ
合
衆
国
テ
メ
キ
ュ
ラ
市
」
へ
行
っ
て
み

ま
せ
ん
か
。

　

町
で
は
、
テ
メ
キ
ュ
ラ
市
と
の
交
流
を

深
め
な
が
ら
国
際
感
覚
豊
か
な
人
材
を
育

成
し
、
地
域
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、
友

好
親
善
訪
問
団
員
を
募
集
し
ま
す
。

◆
訪
問
地

 

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
テ
メ
キ
ュ
ラ
市
ほ
か

◆
期
日

 

平
成
30
年
11
月
下
旬
～
12
月
上
旬
の
10

日
間

※
テ
メ
キ
ュ
ラ
市
の
ク
リ
ス
マ
ス
パ
レ
ー

ド
の
日
程
に
あ
わ
せ
決
定
し
ま
す
。

◆
募
集
人
員　

３
人

◆
経
費　

派
遣
費
用
の
１
／
２
程
度

 

（
20
万
円
程
度
）
の
個
人
負
担

◆
応
募
資
格　

大
山
町
内
に
居
住
す
る
健

康
な
方

◆
申
込
方
法　

６
月
25
日
（
月
）
ま
で
に
、

左
記
書
類
を
企
画
情
報
課
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

①
申
込
書
（
大
山
町
Ｈ
Ｐ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
す
る
か
、
役
場
各
支
所
総
合
窓
口
室

及
び
本
庁
企
画
情
報
課
で
お
受
け
取
り

く
だ
さ
い
）

②
作
文
（
研
修
を
希
望
す
る
理
由
）

 

４
０
０
字
詰
め
原
稿
用
紙
２
枚
程
度

◆
団
員
の
選
考　

提
出
書
類
に
よ
り
選
考

し
ま
す
。

※
日
程
、
経
費
は
変
更
さ
れ
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ

い
。

◆
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

企
画
情
報
課☎

０
８
５
９
‐
54
‐
５
２
０
２

メ
ー
ル
：k

ik
a

k
u

@
d

a
is

e
n

.jp



21 平成 30 年 6 月

お

知

ら

せ

月
１
回
中
山
温
泉
で
映
画
を
観
ま
せ
ん
か
？

◆
6
月
上
映
作
品

﹁
夜
間
も
や
っ
て
る
保
育
園
﹂

　

さ
ま
ざ
ま
な
事
情
で
子
ど
も
を
預
け
る

親
や
保
育
士
た
ち
の
葛
藤
や
よ
ろ
こ
び
。

す
く
す
く
と
育
つ
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
や

寝
顔
や
泣
き
顔
⋮
。
知
ら
れ
ざ
る
夜
間
保

育
の
現
場
か
ら
、
家
族
の
あ
り
か
た
、
働

き
か
た
、
い
ま
私
た
ち
が
暮
ら
し
て
い
る

こ
の
社
会
の
か
た
ち
を
照
ら
す
ド
キ
ュ
メ

ン
タ
リ
ー
。

☆
バ
リ
ア
フ
リ
ー
日
本
語
字
幕
付

◆
日
時　

6
月
23
日（
土
）
10
時
／
14
時
／

　
　
　
　

18
時
半　

3
回
上
映

◆
料
金　

大
人　

８
０
０
円

　
　
　
　

中
学
生
以
下　

５
０
０
円

　
　
　
　

未
就
学
児　

無
料

◆
場
所　

中
山
温
泉
生
活
想
像
館

　
　
　
　

わ
く
わ
く
ホ
ー
ル

◆
問
い
合
わ
せ
先　

中
山
温
泉

☎
０
８
５
８
‐
49
‐
３
３
３
０

　

主
催
：
え
え
が
な
大
山
実
行
委
員
会

　

後
援
：
大
山
町
、
大
山
町
教
育
委
員
会

大山チャンネル
６月の主な放送内容

（6：00 / 9：00 / 12：00 / 15：00 / 18：00 / 21：00 / 24：00）

※初回のみ 12 時スタート
※放送時間・内容は変更する可能性があります。

6 ／ 21 ～「だいせん 100％ TV」

　～大山“食”会議～
　農業、生産業、飲食業、販売業に携わる町民が集結。

大山町の“食”が抱える課題や現状、大都市圏に販売・

PR していくための戦略を語り合います。

★インターネットでじわじわ人気！

　「＃大山男子」
　大山町に暮らす若者の姿をスタイリッシュな映像

で全国に発信していく PR 動画「大山男子」。YouTube

や SNS の再生回数は 10 万回に達する勢いです。PC

やスマホでご覧ください！

（検索）大山男子　https://goo.gl/mK1UcH

◆連絡先

　アマゾンラテルナ鳥取大山オフィス

☎０８５８‐５８‐２３１８

教
科
書
展
示
会

　

小
・
中
・
高
等
学
校
及
び
特
別
支
援
学

校
で
使
用
さ
れ
る
教
科
書
見
本
の
展
示
会

を
県
内
10
か
所
の
会
場
で
行
い
ま
す
。

　

こ
の
展
示
会
は
、
県
民
の
み
な
さ
ん
に

広
く
教
科
書
の
内
容
に
つ
い
て
公
開
し
、

関
心
や
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
に

行
う
も
の
で
す
。

◆
展
示
会
場

鳥
取
市
立
中
央
図
書
館
・
八
頭
町
立
郡

家
図
書
館
・
智
頭
町
立
智
頭
図
書
館
・

倉
吉
市
立
図
書
館
・
琴
浦
町
図
書
館
・

米
子
市
立
図
書
館
・
境
港
市
民
図
書
館
・

大
山
町
立
図
書
館
・
日
野
町
図
書
館
・

鳥
取
県
教
育
セ
ン
タ
ー

◆
展
示
期
間

６
月
８
日
（
金
）
～
７
月
５
日
（
木
）

※
会
場
に
よ
り
、
開
場
日
、
開
場
時
間
が

異
な
り
ま
す
の
で
、
各
会
場
に
直
接
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

鳥
取
県
教
育
委
員
会
小
中
学
校
課

☎
０
８
５
７
‐
26
‐
７
９
３
５

手
に
と
�
て
ご
覧
く
だ
さ
い
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私たちのまち（５月１日現在）

◯人　口；１６, ４７２人（　　９）

　　男　：　７, ９４７人（　１１）

　　女　：　８, ５２５人（　ー２）

◯世帯数；５, ７１６世帯（　１５）

今月の税・保険料
町県民税（１期）

国民健康保険税（１期）

介護保険料（１期）

納期限７月２日（月）
※期限までに納めましょう

編

集

後

記

　

マ
ナ
ヅ
ル
を
見
た
こ
と
が
あ
り
ま

す
か
？
ロ
シ
ア
北
東
部
や
中
国
か
ら

越
冬
の
た
め
、
鹿
児
島
県
な
ど
に
飛

来
す
る
そ
う
で
す
が
、
な
ん
と
大
山

町
に
一
羽
の
マ
ナ
ヅ
ル
が
羽
を
休
め

て
い
た
と
の
情
報
が
入
り
ま
し
た
。

　

4
月
30
日
に
古
原
集
落
の
田
ん
ぼ

に
い
た
の
を
米
子
松
蔭
高
校
写
真
部

の
福
留
敏
弘
さ
ん
（
高
橋
）
が
撮
影

し
て
く
だ
さ
っ
た
の
で
紹
介
し
ま
す
。

米
子
水
鳥
公
園
で
も
、
今
年
3

月
に

マ
ナ
ヅ
ル
の
飛
来
を
確
認
。
17

年
ぶ

り
2

回
目
だ
と
い
う
こ
と
な
の
で
、

こ
れ
は
か
な
り
貴
重
な
写
真
に
な
る

か
も･

･
･

。

　

さ
あ
、
開
山
１
３
０
０
年
祭
が
始

ま
り
ま
し
た
。
記
憶
に
残
る
い
ろ
い

ろ
な
場
面
を
お
伝
え
で
き
れ
ば
と

思
っ
て
い
ま
す
。

（
ひ
ろ
）

限
定
１
０
０
０
シ
ー
ト　

四
季
折
々
の
大
山
が
切
手
に
！

　

日
本
郵
便
中
国
支
社
が
、
伯
耆
国
「
大
山
開
山

１
３
０
０
年
祭
」
と
「
山
の
日
記
念
全
国
大
会
in

鳥
取
」
を
盛
り
上
げ
よ
う
と
オ
リ
ジ
ナ
ル
フ
レ
ー

ム
切
手
「
大
山
」
を
発
売
し
ま
し
た
。

　

5
月
15
日
に
大
山
寺
郵
便
局
長
の
米
原
順
子
さ

ん
が
、
竹
口
町
長
を
訪
問
し
切
手
シ
ー
ト
を
手
渡

し
ま
し
た
。
こ
の
フ
レ
ー
ム
切
手
は
、
冬
の
大
山

山
頂
か
ら
の
夕
日
、
た
い
ま
つ
行
列
な
ど
の
写
真

10
枚
が
1
組
と
な
っ
て
お
り
、
税
込
１
３
０
０
円
。

県
中
西
部
の
91
郵
便
局
で
販
売
中
。
販
売
総
数
は

１
０
０
０
シ
ー
ト
で
す
。
町
内
で
は
郵
便
局
以
外

で
、
道
の
駅
「
大
山
恵
み
の
里
」
と
大
山
観
光
案

内
所
で
も
販
売
し
て
い
ま
す
。

地元のおいしいものいっぱい
「まるごと大山！ご当地グルメフェスタ」

◆大山博労座特設会場◆

6 月 2日（土）16時～ 21時

6月 3日（日）10時～ 15時

　大山恵みの里公社はもちろん、「大山の恵みからす

天狗市」、「大山グルメ食道プロジェクト」のメンバー

や町内外の事業者が出展します。

大 山 夏 山 開 き 祭


